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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また
、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできませ
ん。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメント（確約）する
ものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さい。オラクル製品
に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期については、弊社の裁量によ
り決定されます。 
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はじめに 

• Oracleソフトウェアのライフサイクルを適切に管理することの主要な目的の
一つは「既知の不具合に遭遇することを予防する」ことです 

 

•適切なライフサイクル管理がないと、防げたはずの問題にぶつかってしま
う可能性が高くなります 

 

• とはいえ、アップグレードやパッチ適用は気軽に・頻繁に行えるものでは
なくプランニングを必要とするため、本セッションでは効果的なバージョン
戦略について考えていきます 
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もうすぐHW更改だ。Oracle Databaseはどの
バージョンにしようかな。ウチは品質に厳しい
からやっぱりリリース2かな 



リリース2のほうがなんとなく品質が良い？ 
→リリースに関わらず、大切なのはPSR 

• リリース1か2かに関わらず、最新リリースほどより多くの修正を含む 
–Oracle Databaseは単一のコード(main)に機能追加・修正を行っている 

–現在ではリリースの間隔は以前より長くなっており、リリース1でも2でも新機能の追
加や既存機能の拡張も多数行われている 

–リリース2で大きなアーキテクチャの変更がされたことも 

 

6 Copyright © 2016 Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  | 

10g R1 10g R2 11g R1 11g R2 12c R1 

コードの 
メインライン 

バックポート 

最新リリースに反映 



リリース2のほうがなんとなく品質が良い？ 
→リリースに関わらず、大切なのはPSR 

• リリース1でも2でもPatch Set Release(PSR) が重要 
–不具合修正等の集積。原則1年～2年に一度出荷。バージョンの4桁目を更新 

– PSRレベルの古いリリース(<11.2.0.3など)に対しては、既知/新規の不具合に遭遇し
ても新規パッチが提供されない 

–ターミナルリリース(11g リリース2では11.2.0.4、12cリリース1では12.1.0.2)に向けた
適用プランを立てる 
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12 . 1 . 0 . 2 . 0 
プラットフォーム固有のメンテナンス番号 

メジャー・バージョン番号 

Patch Set Releaseの識別番号 

(データベース製品では未使用) 

メンテナンス・リリース番号 



オラクルのパッチポリシーに関する詳細 
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アップグレード  12c 



Oracle Databaseのリリーススケジュールは公開されている 
Release Schedule of Current Database Releases (Doc ID 742060.1) 
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(*)サポート契約があるお客様向け 
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Oracle Databaseのリリーススケジュールを 
把握し、アップグレード戦略を立てる 

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

Oracle11.2 

Oracle12.1 

         

        

11.2.0.1 

11.2.0.2 

11.2.0.3 

11.2.0.4 

12.1.0.1 

12.1.0.2 

Oracle12.2 12.2.0.1 

12.2.0.2 

(予定) 

(予定) 

(2017年中にリリースと仮定) 

Premium Support 
Extended Support(無償期間) 
Extended Support 
Sustaining Support 
パッチ提供期間 
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「パッチ提供期間」の 
中をキープするように 

アップグレード戦略を立てる 
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Oracle Databaseのリリーススケジュールを 
把握し、アップグレード戦略を立てる 

• 11g リリース2を運用するなら11.2.0.4へ 
– 11gリリース2で現在新規パッチ提供可能なのは11.2.0.4 

 

• 2017年5月までに12cへ 
– 11g リリース2の無償延長サポートは2017年5月まで 

–アップグレードすべきデータベースの数を考えると、逆算していつから始めるべき
か？ 

–例外：「今後ワークロードの変化が無く」「重要業務でなく」「廃棄予定のある」アプリ
ケーション 
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Oracle Databaseのアップグレード戦略例 

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

Oracle11.2 

Oracle12.1 

         

        

11.2.0.1 

11.2.0.2 

11.2.0.3 

11.2.0.4 

12.1.0.1 

12.1.0.2 

Oracle12.2 12.2.0.1 

12.2.0.2 

(予定) 

(予定) 

(2017年中にリリースと仮定) 

Premium Support 
Extended Support(無償期間) 
Extended Support 
Sustaining Support 
パッチ提供期間 

「新機能積極採用」派 
12.1を経由するパターンもあり 

「リスク最適型 
堅実運用」派 

「有償Extend Support
最大限活用」派 
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堅実に運用するなら、まず12.1.0.2に移行して 
パッチサポート期間を確保し、12cリリース2のパッチセットへ 

• 「リスク最適型堅実運用」派は、まず12.1.0.2へ 
– 11g リリース2の無償延長サポート期間内に12cリリース2に移行しようとすると、移行
先は12cリリース2の初期リリース(12.2.0.1)になる可能性が高い 

– 「新機能積極採用派」でなければ、まず12cリリース1のターミナルパッチセット
(12.1.0.2)に移行してサポート期間を確保した後、12cリリース2のいずれかのパッチ
セットに移行するタイミングを伺う 
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堅実に運用するなら、まず12.1.0.2に移行して 
パッチサポート期間を確保し、12cリリース2のパッチセットへ 

• 「新機能積極採用派」は12.2.0.1への移行も視野に 
–ただし、最初のPSR(=12.2.0.2、2017年中にリリースと仮定)が出てから1年後には

Grace Periodが終わる(新規パッチが出なくなる)ため、2018年までにPSRを適用する 

 

• 「有償延長サポート最大限活用派」は11.2.0.4を最長2020年まで 
–一部の領域では11gリリース2(のターミナル)をできる限り長く使うことが求められる
ケースもあり、そうした場合は有償延長サポートを最大限に活用してこれを実現する
ことが可能 
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既知の不具合ってそんなに遭遇するものなの
だろうか？使い方(アプリケーション)によって
異なるのでは？ 



過去の障害を振り返る 
あるお客様の統合DB基盤における障害の分析例 
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製品不具合 

運用上の 
問題 

高負荷/ 
設計上の 
問題 

0%

25%

50%

75%

100%

既知 

新規 

6～8カ月 

9～11カ月 

12か月 
以上 

1年間に発生した 
障害の主な要因 

新規/既知の
件数 発生の何か月前に 

修正済みだったか？ 

製品不具合に起因する障害のう
ち、90%以上は既知の不具合が
原因であり、予防可能であった 

既知の不具合は、すべて障害発生の
6カ月以上前に修正済みであり、 
半年に一回の定期パッチ適用でも 
防ぐことができた(本お客様の場合) 



過去の障害を振り返る 
未然防止のための施策 
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製品不具合 

運用上の 
問題 

高負荷/ 
設計上の 
問題 

0%

25%

50%

75%

100%

既知 

新規 

6～8カ月 

9～11カ月 

12か月 
以上 

1年間に発生した 
障害の主な要因 

新規/既知の
件数 発生の何か月前に 

修正済みだったか？ 

製品不具合に起因する障害のう
ち、90%以上が既知の不具合が
原因であり、予防可能であった 

既知の不具合は、すべて障害発生の
6カ月以上前に修正済みであり、 
半年に一回の定期パッチ適用でも 

防ぐことができた 

• 定期的なパッチ適用による既知不具合の未然防止 
• 半年ごとのPSU(Patch Set Update)適用 
• 2年ごとのPSR(Patch Set Release)適用 

• パッチ適用工数の削減 
• DB統合による適用対象の削減 
• パッチ適用にともなうテスト工数の削減 
• 適用作業の効率化 

• パフォーマンス管理の強化 
• キャパシティ管理の強化 
• 早期復旧のためのMaximum Availability Architecture(MAA) 
• サポートツールを活用した迅速な情報収集・共有 



あるお客様における安定稼働への取り組み例 
未然防止のための施策 
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製品不具合 

運用上の 
問題 

高負荷/ 
設計上の 
問題 

0%

25%

50%

75%

100%

既知 

新規 

6～8カ月 

9～11カ月 

12か月 
以上 

1年間に発生した 
障害の主な要因 

新規/既知の
件数 発生の何か月前に 

修正済みだったか？ 

製品不具合に起因する障害のう
ち、90%以上が既知の不具合が
原因であり、予防可能であった 

既知の不具合は、すべて障害発生の
6カ月以上前に修正済みであり、 
半年に一回の定期パッチ適用でも 

防ぐことができた 

• 定期的なパッチ適用による既知不具合の未然防止 
• 半年ごとのPSU(Patch Set Update)適用 
• 2年ごとのPSR(Patch Set Release)適用 

• パッチ適用工数の削減 
• DB統合による適用対象の削減 
• パッチ適用にともなうテスト工数の削減 
• 適用作業の効率化 

• パフォーマンス管理の強化 
• キャパシティ管理の強化 
• 早期復旧のためのMaximum Availability Architecture(MAA) 
• サポートツールを活用した迅速な情報収集・共有 

そんなこと言われたって 
テストは大変だし、 
DBの数もたくさんあるのに 



あるお客様における安定稼働への取り組み例 
未然防止のための施策 
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製品不具合 

運用上の 
問題 

高負荷/ 
設計上の 
問題 

0%

25%

50%

75%

100%

既知 

新規 

6～8カ月 

9～11カ月 

12か月 
以上 

1年間に発生した 
障害の主な要因 

新規/既知の
件数 発生の何か月前に 

修正済みだったか？ 

製品不具合に起因する障害のう
ち、90%以上が既知の不具合が
原因であり、予防可能であった 

既知の不具合は、すべて障害発生の
6カ月以上前に修正済みであり、 
半年に一回の定期パッチ適用でも 

防ぐことができた 

• 定期的なパッチ適用による既知不具合の未然防止 
• 半年ごとのPSU(Patch Set Update)適用 
• 2年ごとのPSR(Patch Set Release)適用 

• パッチ適用工数の削減 
• DB統合による適用対象の削減 
• パッチ適用にともなうテスト工数の削減 
• 適用作業の効率化 

• パフォーマンス管理の強化 
• キャパシティ管理の強化 
• 早期復旧のためのMaximum Availability Architecture(MAA) 
• サポートツールを活用した迅速な情報収集・共有 

• テスト工数最適化のために： 
• アプリケーションとDBを同時に
変更しないようにする 

• テストを自動化する 
 

• パッチ適用作業の効率化のために： 
• 作業を自動化する 



アプリケーションとDBを 
同時に変更しないようにする 
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11g 12c 

v1.0 v2.0 

アプリケーション 

Oracle Database 

11g 12c 

v1.0 v1.0 

アプリケーション 

Oracle Database 

12c 

v2.0 

SQL SQL 全面更改 

DB更改 
(バージョンアップ等) 

AP 
リリース 

SQL SQL SQL 

SQLやワークロードは変わらないため、
現行性能との比較評価が容易 

 
テスト自動化も可能 

アプリケーションのリリースと 
データベース構成変更を同時に実施してしまう場合 

Oracle Database 

SQLやワークロードの 
パターンも変わってしまうため、 
性能の比較評価、切り分けが困難 

 
変更部分の洗い出しと 
手動テストが必要 



アプリケーションとDBを 
同時に変更しないようにする 
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11g 12c 

v1.0 v2.0 

アプリケーション 

Oracle Database 

11g 12c 

v1.0 v1.0 

アプリケーション 

Oracle Database 

12c 

v2.0 

SQL SQL 全面更改 

DB更改 
(バージョンアップ等) 

AP 
リリース 

SQL SQL SQL 

SQLやワークロードは変わらないため、
現行性能との比較評価が容易 

 
テスト自動化も可能 

アプリケーションのリリースと 
データベース構成変更を同時に実施してしまう場合 

Oracle Database 

SQLやワークロードの 
パターンも変わってしまうため、 
性能の比較評価、切り分けが困難 

 
変更部分の洗い出しと 
手動テストが必要 

「塩漬け」より 「ぬか漬け」 



本番環境の情報をうまく活用し 
テストを自動化する 

• Oracle Real Application Testing 

–Oracle Database自身によるテスト機能(*) 

–移行・アップグレード・新機能導入など 
インフラ変更に伴うテストを自動化 

–実SQL・ワークロードに基づくテストにより 
高い網羅度とテストの正確性を実現 

–アプリケーションチームのテスト作業負荷を 
大幅に軽減 
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(*) Enterprise Editionのオプション機能 

現行環境(本番環境) テスト環境 

AP 

DB 
SQL・ワークロード

を取得 

AP不要 

取得したSQL・ 
ワークロードを実行 
レポート生成 

実SQL・ワークロードを
取得することで、高い
網羅度と正確性を実現 

DB機能による自動化テストにより、
低作業負荷で効率的にテスト 



本番環境の情報をうまく活用し 
テストを自動化する 

• 数千～数万のSQLの中から非互換や性能劣化の発生するSQLを発見 

– Real Application Testingを使用した非互換調査結果例 
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「副問い合わせ内で GROUP BY 句使用時の SELECT 
リストの制限事項の変更について(KROWN:141697) 

(Doc ID 1749380.1)」に該当した例 



RAT in Cloud – Oracle Cloudを活用したデータベース・テスト 

• Oracle Cloud 上で最新のデータベー
ス・バージョンを迅速に準備 

• Real Application TestingのSPA機能を
使い、オンプレミスで取得したSQLを、
クラウド上で測定 

–クラウド上でアプリケーションの準備は不
要 

–バージョンアップ、パッチ適用、パラメータ
変更、新機能導入の際に、その効果・影
響を事前に調査可能 

オンプレミスで 
SQLを取得  

クラウドDB 
SQLの変化をテスト 

ex: Oracle Database 11g 

ex: Oracle Database 12c 

11g 

12c 
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アップグレード・パッチ適用を効率化する 

• Lifecycle Management Pack 

–適用に関わる一連の作業を自動化し、作業ミスとダウンタイムを削減 

–適用プロセス(パッチのステージング、DB停止、適用、SQLスクリプト適用等)を自動化
する事前定義済みジョブを提供 

–多用なオプション(out-of-place適用、ローリング適用、Data Guard対応、ロールバック
等)に対応したウィザードを使用し、適用のスケジューリングが可能 

–事前競合チェック 

–複数ターゲットへの 
一括適用 
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おわりに 

•バージョン戦略を立てる 
– Patch Set Releaseを意識した計画を 

–バージョン戦略は「2つ先」くらいまで立てられる 

–新機能積極派？PSRで堅実運用派？有償延長サポート最大活用派？ 

 

• ライフサイクル管理をラクにする 
– 「塩漬け」より「ぬか漬け」 

–テストやパッチ適用作業の自動化 
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